
ドル高と景気減速懸念で80ドル割れ
NY原油先物相場は、1バレル＝80ドルの節目を割り込む展開になった。9月20～21日の米連邦公開市場

委員会（FOMC）で強力な金融引き締めスタンスが再確認される中、ドル相場の急伸、景気減速懸念の

高まりを背景に下落した。ウクライナ情勢の緊迫化でロシア産エネルギーの供給不安から買いが膨らむ

場面も見られたが、戻りを売られている。中心限月ベースでは1月10日以来の安値を更新している。

FOMCでは3会合連続で0.75%の利上げが決定され、更に当局者の金利見通しも6月時点から大幅に上方

修正されている。11月も更に0.75%の大幅利上げが続く可能性もあり、マーケットは強力な金融引き

締め策に対する対応を迫られている。為替市場ではドルが急伸しており、ドル建てコモディティ価格全

体が急落対応を迫られた。また、パウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長が改めて経済に生じる

「痛み」に言及したことで、世界経済の減速による石油需要不安を織り込む動きも強くなった。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（9月16日時点）は、原油が前週比144万バレル増、ガソリ

ンが157万バレル増、石油精製品が123万バレル増となった。
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【現状確認】
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ドル急伸と景気減速懸念が上値圧迫、産油国の動向に要注意
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【展望】

需要不安と供給不安の交錯から不安定な地合が続いていたが、

ドルの急伸で下値を切り下げている。FOMC後のドル急伸が

月末にかけて続くと、原油需要動向に関係なく下振れするリ

スクを抱えた状態になる。特に株価や金属相場などが急落す

るなど、マーケット全体が世界経済減速の織り込みを続ける

と、前週の80ドル割れの流れから75ドル、70ドルと下値を

切り下げる可能性があり、短期下振れリスクが高まっている。

ドル高と景気減速リスクの織り込みが維持、強化されるか否

かが焦点になる。

一方、10月5日に石油輸出国機構（OPEC）プラス会合を控

え、産油国の動向にも注意が必要。OPECプラスは9月5日の

会合で10月に日量10万バレルの減産を行うことを合意したが、

原油相場は上値の重い展開が続いている。ナイジェリア石油

相は、原油価格が既に幾つかの産油国の財政均衡ラインを下

回っているとして、追加減産の可能性に言及している。

OPECプラスが減産対応の協議を本格化させると、安値限界

が意識されて80ドル台回復に向かう可能性がある。いつ

OPECプラスが動き出しても不思議ではない価格水準、カレ

ンダー環境にある。

また、ウクライナ情勢にも注意が必要。ウクライナの親ロシ

ア派が優勢な地域でロシア領土編入を問う「住民投票」が実

施されており、その結果を受けてロシアはウクライナの占領

地を自国領土に組み込む見通し。ウクライナや西側諸国はこ

うした動きに強く反発しており、ウクライナ情勢が一段と緊

迫化すると、ロシア産エネルギー供給不安が原油相場を押し

上げる可能性もある。特に天然ガス相場の高騰が再開される

と、石油に代替需要が発生するとの思惑から買いが膨らむ可

能性がある。
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